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�
�
�
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�
�
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�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

米
で
種
子
処
理
農
薬
発
売

べ
と
病
・
疫
病
に
卓
効

住
友
化
学

メニュー用
調 味 料

ブ
ラ
ジ
ル
市
場
進
出

簡
易
料
理
ニ
ー
ズ
対
応

味
の
素

研
究
開
発
に
メ
リ
ハ
リ

１
号
案
件
に
白
血
病
薬

ア
ス
テ
ラ
ス

が

新

制

度

Ｐ
Ｐ
Ｉ
、小
児
対

象
に
臨
床
開
始

Ａ
Ｚ
日
本
法
人

虚
血
性
疾
患
遺
伝
子
薬

米
で
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｐ

３
施
設
が
オ
ー
プ
ン

ア
ン
ジ
ェ
ス
Ｍ
Ｇ

計
算
毒
性
学
の

研
究
会
が
発
足

Ｃ
Ｂ
Ｉ
学
会

Ｅ
６
２
０
１
は
エ
ー
ザ
イ

の
創
製
品
で
、
血
液
細
胞
の

増
殖
や
造
血
幹
細
胞
の
増
殖

な
ど
に
関
わ
る
リ
ン
酸
化
酵

素
Ｆ
Ｌ
Ｔ
３
と
、
細
胞
増
殖

シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路
に
存
在

す
る
Ｍ
Ｅ
Ｋ
を
阻
害
す
る
薬

剤
。
エ
ー
ザ
イ
は
乾
癬
の
治

療
薬
と
し
て
欧
米
で
第
２
相

臨
床
試
験
（
Ｐ
２
試
験
）
ま

で
行
っ
た
が
、
開
発
を
中
止
。

抗
が
ん
剤
で
は
自
社
で
メ
ラ

ノ
ー
マ
適
応
、
開
発
提
携
先

の
米
ク
イ
ン
タ
イ
ル
ズ
と
乳

が
ん
適
応
で
開
発
を
検
討
し

て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
開
発

を
取
り
や
め
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ
へ
権

利
を
導
出
し
た
。

Ｆ
Ｌ
Ｔ
３
は
、
傍
膜
貫
通

領
域
の
一
部
が
重
複
し
て
繰

り
返
さ
れ
る
変
異
（
Ｉ
Ｔ
Ｄ

変
異
）
が
あ
る
と
恒
常
的
に

活
性
化
す
る
と
さ
れ
、
Ａ
Ｍ

Ｌ
患
者
の
約
３
割
で
同
遺
伝

子
変
異
が
あ
る
と
い
う
。
Ｂ

Ｓ
Ｃ
が
提
携
し
て
い
る
テ
キ

サ
ス
州
立
大
学
・
Ｍ
Ｄ
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
が
ん
セ
ン
タ
ー
と

エ
ー
ザ
イ
が
行
っ
た
臨
床
研

究
で
は
、
同
遺
伝
子
変
異
が

あ
る
Ａ
Ｍ
Ｌ
細
胞
へ
の
選
択

性
が
極
め
て
高
い
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。
ま
ず
は
同
変

異
型
の
Ａ
Ｍ
Ｌ
を
対
象
に
開

発
を
進
め
る
方
針
で
、
Ｐ
Ｏ

Ｃ
（
創
薬
概
念
の
検
証
）
を

確
認
す
る
た
め
の
Ｐ
２
試
験

を
年
内
に
も
米
国
で
開
始
す

る
。
２
年
半
程
度
の
試
験
期

間
で
実
施
し
、
結
果
を
み
て

日
本
や
欧
州
で
の
開
発
を
判

断
す
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｃ
確
立
後
に
エ
ー
ザ

イ
が
バ
イ
バ
ッ
ク
・
オ
プ
シ

ョ
ン
を
行
使
し
な
か
っ
た
場

合
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ
と
し
て
自
社

開
発
を
継
続
す
る
か
、
サ
ブ

ラ
イ
セ
ン
ス
す
る
か
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

Ｆ
Ｌ
Ｔ
３
、
Ｍ
Ｅ
Ｋ
の
い

ず
れ
か
を
阻
害
す
る
薬
剤
は

他
社
も
開
発
し
て
い
る
も
の

の
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
北
山
英
太
社

長
に
よ
る
と
、
片
方
の
経
路

だ
け
を
阻
害
し
て
も
他
の
経

路
が
活
性
化
す
る
た
め
薬
剤

が
耐
性
化
し
や
す
い
。
両
方

の
経
路
を
同
時
に
阻
害
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
長

期
間
の
抗
腫
瘍
効
果
が
期
待

で
き
る
と
い
う
。
ア
ス
テ
ラ

ス
製
薬
も
、
米
ア
ン
ビ
ッ
ト

社
と
提
携
し
た
Ｆ
Ｌ
Ｔ
３
阻

害
剤
の
開
発
か
ら
撤
退
し
た

も
の
の
、
Ｆ
Ｌ
Ｔ
３
と
Ａ
Ｘ

Ｌ
を
阻
害
す
る
「
Ａ
Ｓ
Ｐ
２

２
１
５
」
を
自
社
で
創
製

し
、
Ｐ
１
試
験
を
始
め
て
い

る
。Ｂ

Ｓ
Ｃ
は
、
北
山
社
長
と

古
屋
圭
三
最
高
経
営
責
任
者

が
２
０
１
２
年
に
立
ち
上
げ

た
医
薬
品
事
業
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
。
こ
れ
ま
で
は
富
士

フ
イ
ル
ム
の
開
発
品
３
品
目

の
開
発
業
務
を
受
託
す
る
事

業
が
中
心
だ
っ
た
が
、
自
社

で
権
利
を
得
て
医
薬
品
を
開

発
す
る
事
業
に
も
乗
り
出

す
。
後
期
開
発
に
は
多
額
の

費
用
が
必
要
に
な
る
が
、
外

部
調
達
で
は
な
く
「
基
本
的

に
自
社
資
金
で
ま
か
な
い
た

い
」（
北
山
社
長
）
考
え
。
新

薬
を
着
実
に
早
期
導
入
す
る

た
め
に
、
独
自
の
裁
量
で
開

発
を
進
め
ら
れ
る
環
境
を
確

保
し
た
い
と
い
う
。

住
友
化
学
は
１６
日
、
自
社

の
殺
菌
剤
「
エ
タ
ボ
キ
サ
ム
」

を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す

る
ダ
イ
ズ
向
け
の
新
規
種
子

処
理
用
農
薬
「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｇ

Ｏ

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｓ
ｙ
ｓ

ｔ
ｅ
ｍ
」
を
、
１
０
０
％
子

会
社
で
あ
る
ベ
ー
ラ
ン
ト
Ｕ

Ｓ
Ａ
を
通
じ
て
米
国
で
発
売

す
る
と
発
表
し
た
。

種
子
処
理
用
農
薬
は
、
種

子
に
農
薬
を
施
用
す
る
こ
と

で
農
薬
の
散
布
回
数
や
散
布

量
を
減
ら
し
、
農
作
業
の
省

力
化
に
貢
献
す
る
利
点
が
あ

る
。
農
業
が
大
規
模
化
す
る

流
れ
の
な
か
、
世
界
最
大
の

市
場
で
あ
る
米
国
を
中
心
に

近
年
、
需
要
が
大
幅
に
拡
大

し
て
い
る
。
新
製
品
の
有
効

成
分
で
あ
る
エ
タ
ボ
キ
サ
ム

は
、
各
種
野
菜
類
の
べ
と
病
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
疫
病
な
ど
に

卓
効
を
示
す
と
と
も
に
、
茎

葉
処
理
や
土
壌
処
理
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
適
用
可
能

な
殺
菌
剤
で
、
と
く
に
種
子

処
理
用
途
で
は
有
効
な
薬
剤

が
少
な
い
苗
立
ち
枯
れ
病
に

対
し
て
優
れ
た
防
除
効
果
を

発
揮
す
る
。

ま
た
新
製
品
は
、
住
友
化

学
の
殺
虫
剤
「
ク
ロ
チ
ア
ニ

ジ
ン
」
も
含
有
し
て
お
り
、

殺
菌
効
果
だ
け
で
な
く
優
れ

た
殺
虫
効
果
も
発
揮
し
、
作

物
の
収
穫
量
向
上
に
貢
献
す

る
。住

友
化
学
は
、
健
康
・
農

業
関
連
事
業
の
事
業
領
域
拡

大
に
向
け
、
種
子
処
理
用
農

薬
事
業
に
注
力
し
て
お
り
、

エ
タ
ボ
キ
サ
ム
と
ク
ロ
チ
ア

ニ
ジ
ン
を
そ
の
製
品
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
の
中
核
に
位
置
付
け

て
い
る
。
米
国
で
は
す
で
に

登
録
取
得
ず
み
だ
っ
た
ク
ロ

チ
ア
ニ
ジ
ン
に
加
え
、
３
月

に
エ
タ
ボ
キ
サ
ム
の
登
録
を

取
得
し
た
。
米
国
以
外
に
ブ

ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な

ど
の
南
米
地
域
、
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア

地
域
で
エ
タ
ボ
キ
サ
ム
や
ク

ロ
チ
ア
ニ
ジ
ン
を
中
心
と
し

た
種
子
処
理
用
農
薬
の
開
発

・
登
録
を
引
き
続
き
グ
ロ
ー

バ
ル
に
進
め
て
い
く
。

米
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大

学
の
井
上
尊
生
准
教
授
、
東
京

大
学
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
細
胞
表
面
に
特
定
た
ん
白

質
分
子
の
発
現
を
自
在
に
制
御

し
、
確
か
め
る
「
Ｄ
Ｉ
Ｓ
ｐ
ｌ

ａ
ｙ
法
」
と
呼
ば
れ
る
技
術
を

開
発
、
こ
れ
を
ツ
ー
ル
に
用
い

て
細
菌
な
ど
不
要
な
も
の
を
消

化
・
除
去
処
理
す
る
貪
食
細
胞

だ
け
が
持
つ
生
体
防
御
機
能

を
、
本
来
能
力
の
な
い
細
胞
に

付
与
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

細
胞
の
機
能
の
改
変
技
術
の
確

立
に
つ
な
が
り
、
将
来
、
人
工

細
胞
に
よ
る
バ
イ
オ
研
究
の
進

展
や
医
療
へ
の
応
用
に
道
を
開

く
成
果
と
な
る
。

研
究
グ
ル
ー
プ
が
今
回
開
発

し
た
ツ
ー
ル
で
あ
る
Ｄ
Ｉ
Ｓ
ｐ

ｌ
ａ
ｙ
法
は
、
細
胞
内
の
小
器

官
ゴ
ル
ジ
体
の
膜
上
に
集
積
さ

せ
た
た
ん
白
質
（
滞
在
型
）
と
、

細
胞
外
膜
に
輸
送
さ
せ
る
た
ん

白
質
（
輸
送
型
）
を
結
合
さ
せ
、

細
胞
の
外
に
滞
在
型
機
能
性
た

ん
白
質
を
提
示
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
技
術
。
こ
れ
に
よ
り
、

生
体
内
に
侵
入
し
た
細
菌
、
ウ

イ
ル
ス
、
死
細
胞
を
捕
食
し
消

化
す
る
貪
食
細
胞
が
有
す
る
能

力
で
あ
る
フ
ァ
ゴ
サ
イ
ト
ー
シ

ス
を
、
能
力
の
な
い
細
胞
に
付

与
さ
せ
る
こ
と
を
実
現
し
た
。

Ｄ
Ｉ
Ｓ
ｐ
ｌ
ａ
ｙ
法
は
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
報
告
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
有
機
小
分
子
ラ

パ
マ
イ
シ
ン
を
用
い
て
、
Ｆ
Ｋ

Ｂ
Ｐ
と
Ｆ
Ｒ
Ｂ
と
い
う
２
つ
の

た
ん
白
質
を
迅
速
に
結
合
で
き

る
知
見
を
も
と
に
、
こ
の
作
用

を
応
用
し
た
ツ
ー
ル
。
ゴ
ル
ジ

体
滞
在
型
た
ん
白
質
の
ジ
ャ
イ

ア
ン
テ
ィ
ン
の
ゴ
ル
ジ
体
膜
貫

通
部
位
と
、
Ｋ
�
Ｒ
ａ
ｓ
の
組

み
合
わ
せ
が
、
膜
貫
通
に
よ
る

輸
送
効
率
が
高
い
こ
と
を
見
い

だ
し
、
細
胞
の
機
能
改
変
の
基

盤
に
し
た
。

実
験
で
は
、
死
細
胞
の
表
面

に
だ
け
発
現
す
る
特
定
の
膜
脂

質
を
認
識
し
て
、
結
合
す
る
た

ん
白
質
Ｍ
Ｆ
Ｇ
�
Ｅ
８
の
一
部

分
Ｃ
ド
メ
イ
ン
を
、
Ｄ
Ｉ
Ｓ
ｐ

ｌ
ａ
ｙ
法
を
用
い
て
フ
ァ
ゴ
サ

イ
ト
ー
シ
ス
が
不
得
意
な
Ｈ
ｅ

Ｌ
ａ
細
胞
と
Ｃ
Ｏ
Ｓ
�
７
細
胞

（
と
も
に
実
験
に
よ
く
使
わ
れ

る
細
胞
）
の
表
面
に
提
示
さ
せ

る
操
作
を
実
施
。
さ
ら
に
２
つ

の
細
胞
表
面
に
ビ
ー
ズ
を
付
着

さ
せ
、
死
細
胞
を
取
り
込
む
機

能
を
向
上
す
る
た
め
、
細
胞
内

に
あ
る
た
ん
白
質
Ｒ
ａ
ｃ
１
を

活
性
化
さ
せ
る
操
作
を
試
み
た

と
こ
ろ
、
両
細
胞
と
も
に
フ
ァ

ゴ
サ
イ
ト
ー
シ
ス
の
能
力
が
付

与
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

細
胞
の
機
能
を
改
変
さ
せ
る

こ
と
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

分
野
の
神
経
網
形
成
や
血
管
形

成
、
免
疫
反
応
な
ど
の
基
礎
研

究
、
ま
た
人
工
細
胞
に
仕
立
て

て
、
医
療
へ
の
応
用
が
見
込
ま

れ
る
。
今
回
開
発
の
Ｄ
Ｉ
Ｓ
ｐ

ｌ
ａ
ｙ
法
に
よ
り
、
新
機
能
を

細
胞
に
分
単
位
で
発
現
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
研
究
グ

ル
ー
プ
で
は
さ
ら
に
改
良
を
重

ね
、
フ
ァ
ゴ
サ
イ
ト
ー
シ
ス
の

効
率
と
精
度
を
高
め
て
、
が
ん

細
胞
な
ど
の
病
原
細
胞
を
生
体

内
で
除
去
す
る
技
術
に
つ
な
げ

た
い
考
え
だ
。

米
ボ
ス
ト
ン
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ク
ス
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
）
は
、
エ
ー

ザ
イ
が
創
製
し
た
Ｆ
Ｌ
Ｔ
３
／
Ｍ
Ｅ
Ｋ
阻
害
剤
「
Ｅ
６
２
０

１
」
に
つ
い
て
、
抗
が
ん
剤
と
し
て
製
品
化
を
目
指
す
。
こ

の
ほ
ど
エ
ー
ザ
イ
と
独
占
的
導
入
開
発
契
約
を
締
結
し
、
急

性
骨
髄
性
白
血
病
（
Ａ
Ｍ
Ｌ
）
を
対
象
に
年
内
に
も
米
国
で

臨
床
試
験
を
始
め
る
予
定
だ
。
Ｆ
Ｌ
Ｔ
３
、
Ｍ
Ｅ
Ｋ
の
い
ず

れ
か
を
阻
害
す
る
薬
剤
は
他
社
も
開
発
し
て
い
る
が
、
両
方

の
キ
ナ
ー
ゼ
に
対
す
る
二
重
阻
害
剤
と
し
て
は
Ｅ
６
２
０
１

が
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
ク
ラ
ス
の
新
薬
に
な
る
可
能
性
が
高
い

と
い
う
。
Ｂ
Ｓ
Ｃ
が
独
占
権
を
得
て
自
社
開
発
す
る
初
め
て

の
案
件
で
、
い
ち
早
く
市
場
導
入
で
き
る
選
択
肢
を
模
索
し

て
い
く
。

化
学
調
味
料
の
海
外
法
人

ブ
ラ
ジ
ル
味
の
素
は
、
ミ
ラ

ネ
ー
ザ
（
肉
に
各
種
ス
パ
イ

ス
で
味
付
け
し
、
パ
ン
粉
を

ま
ぶ
し
揚
げ
る
料
理
）
用
の

メ
ニ
ュ
ー
用
調
味
料
市
場
に

進
出
し
た
。
同
国
初
の
食
用

油
を
使
用
し
な
く
て
も
揚
げ

物
が
で
き
る
調
味
料
と
な

り
、
簡
単
調
理
と
健
康
志
向

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。
新
た

な
事
業
領
域
と
し
て
拡
大
を

目
指
す
。

ミ
ラ
ネ
ー
ザ
は
、
同
国
の

代
表
的
な
家
庭
料
理
。
同
国

で
の
メ
ニ
ュ
ー
用
調
味
料
が

こ
こ
５
年
間
、
平
均
成
長
率

６０
％
と
伸
び
て
お
り
、
事
業

拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
み
て
市

場
参
入
を
決
め
た
。

戦
略
商
材
と
な
る
の
は
、

ブ
ラ
ン
ド
名
「
Ｓ
ａ
ｔ
ｉ

ｓ
！
（
サ
テ
ィ
ス
）」。チ
ー
ズ

・
ト
マ
ト
・
バ
ジ
ル
味
な
ど

３
品
種
を
同
時
発
売
し
、
食

用
油
が
な
く
て
も
オ
ー
ブ
ン

や
電
子
レ
ン
ジ
で
揚
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
味
の
素
で
は
、

２
０
１
４
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
中
期
３
カ
年
経
営
計
画

で
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）

・
南
米
の
コ
ア
展
開
国
「
Ｆ

ｉ
ｖ
ｅ

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｓ
」
の

１
つ
と
位
置
付
け
て
い
る
。

年
平
均
成
長
率
９
％
が
見

込
ま
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
粉
末

調
味
料
市
場
で
、
す
で
に
風

味
調
味
料
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｓ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
」の
着
実
な
事

業
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

今
回
進
出
の
Ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ
！

を
第
２
の
柱
に
育
成
す
る
。

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
は
、
研

究
開
発
案
件
に
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
た
新
制
度
を
導
入
し

た
。
経
営
資
源
を
重
点
的
に

投
入
す
る
も
の
や
最
速
で
Ｐ

Ｏ
Ｃ
（
創
薬
概
念
の
検
証
）

の
達
成
に
つ
な
げ
る
も
の
な

ど
ス
キ
ー
ム
別
に
案
件
を
３

分
類
。
最
大
の
経
営
課
題
の

１
つ
で
あ
る
新
薬
創
出
力
の

強
化
に
つ
な
げ
る
。
重
点
投

入
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第

１
号
案
件
と
し
て
、
白
血
病

治
療
薬
候
補
を
選
定
し
た
。

新
し
い
研
究
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。資
源
を
重

点
的
に
投
入
す
る
「
フ
ァ
ス

ト
ト
ラ
ッ
ク
」、最
速
で
Ｐ
Ｏ

Ｃ
の
確
認
を
目
指
す
「
ニ
ュ

ー
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ト
ラ
ッ

ク
」、外
部
リ
ソ
ー
ス
の
活
用

を
通
じ
た
「
Ｅ
ｘ
�
ト
ラ
ッ

ク
」
の
３
つ
の
ス
キ
ー
ム
か

ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
複
線
化
し
、

効
率
的
か
つ
迅
速
な
製
品
化

に
つ
な
げ
る
。

こ
の
う
ち
優
先
度
の
高
い

有
望
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
経
営

資
源
を
重
点
的
に
投
入
し
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
狙
う
フ
ァ

ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
で
は
、
化
合

物
の
優
位
性
や
競
業
状
況
か

ら
判
断
し
、
急
性
骨
髄
性
白

血
病
で
開
発
を
進
め
て
い
る

Ｆ
Ｌ
Ｔ
３
・
Ａ
Ｘ
Ｌ
両
キ
ナ

ー
ゼ
阻
害
剤
「
Ａ
Ｓ
Ｐ
２
２

１
５
」（
開
発
名
）
を
第
１
号

案
件
と
し
て
選
ん
だ
。
Ｆ
Ｌ

Ｔ
３
遺
伝
子
の
一
部
の
配
列

が
重
複
す
る
変
異
な
ど
（
Ｆ

Ｌ
Ｔ
３
／
Ｉ
Ｔ
Ｄ
変
異
・
ｄ

８
３
５
変
異
）
が
あ
る
同
白

血
病
モ
デ
ル
で
高
白
血
病
活

性
を
示
す
と
さ
れ
る
も
の

で
、
Ｆ
Ｌ
Ｔ
３
だ
け
で
な
く
、

Ａ
Ｘ
Ｌ
を
も
強
力
に
阻
害
す

る
こ
と
を
確
か
め
て
お
り
、

他
社
が
開
発
す
る
Ｆ
Ｌ
Ｔ
３

阻
害
剤
と
比
べ
て
も
優
位
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
よ
う

だ
。
現
状
の
第
１
相
臨
床
試

験
段
階
か
ら
速
や
か
に
後
期

開
発
に
つ
な
げ
、
次
の
柱
と

見
込
む
が
ん
領
域
の
拡
大
に

寄
与
さ
せ
る
こ
と
を
狙
う
。

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
（
Ａ
Ｚ
）

日
本
法
人
は
こ
の
ほ
ど
、
プ

ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
剤
（
Ｐ

Ｐ
Ｉ
）「
ネ
キ
シ
ウ
ム
」（
一
般

名
・
エ
ソ
メ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
）

の
小
児
を
対
象
に
し
た
臨
床

試
験
を
始
め
た
と
発
表
し

た
。
抗
潰
瘍
薬
市
場
で
は
Ｐ

Ｐ
Ｉ
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る

が
、
小
児
適
応
が
認
め
ら
れ

て
い
る
Ｐ
Ｐ
Ｉ
は
な
い
。

１
〜
１４
歳
の
小
児
を
対
象

に
臨
床
試
験
を
開
始
し
た
。

販
売
中
の
「
ネ
キ
シ
ウ
ム
カ

プ
セ
ル
」
と
、
新
剤
型
に
あ

た
る
懸
濁
液
用
顆
粒
剤
の
２

品
目
で
そ
れ
ぞ
れ
試
験
を
行

う
。
米
国
な
ど
で
は
承
認
ず

み
。ア

ン
ジ
ェ
ス
Ｍ
Ｇ
は
１６

日
、
遺
伝
子
治
療
薬
「
コ
ラ

テ
ジ
ェ
ン
」
の
重
症
虚
血
肢

を
対
象
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

第
３
相
臨
床
試
験
で
、
最
初

の
実
施
施
設
が
米
国
で
オ
ー

プ
ン
し
た
と
発
表
し
た
。
第

３
四
半
期
中
に
も
１
例
目
の

患
者
へ
の
投
与
が
開
始
で
き

る
見
込
み
。
今
後
、
米
国
の

複
数
の
施
設
を
、
秋
以
降
は

欧
州
で
も
施
設
を
オ
ー
プ
ン

す
る
。

コ
ラ
テ
ジ
ェ
ン
は
肝
細
胞

増
殖
因
子
（
Ｈ
Ｇ
Ｆ
）
と
呼

ば
れ
る
遺
伝
子
を
医
薬
品
化

し
た
。
Ｈ
Ｇ
Ｆ
を
足
の
血
管

の
閉
塞
部
位
に
投
与
す
る

と
、
新
た
な
血
液
の
道
を
作

り
、
血
流
を
回
復
さ
せ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｐ
３
は
、
約

５
０
０
例
の
患
者
に
対
し
て

コ
ラ
テ
ジ
ェ
ン
の
有
効
性
と

安
全
性
を
確
認
す
る
最
終
試

験
で
、
欧
米
当
局
に
承
認
申

請
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を
取

得
す
る
。
北
米
、
欧
州
、
南

米
で
約
４
年
間
か
け
て
実

施
、
早
け
れ
ば
２
０
１
８
年

に
米
国
、
そ
の
後
に
欧
州
で

の
承
認
申
請
を
計
画
し
て
い

る
。

国
内
で
初
め
て
の
「
計
算

毒
性
学
」
を
専
門
に
扱
う
研

究
会
が
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
学
会
（
情

報
計
算
化
学
生
物
学
会
）
に

設
立
さ
れ
た
。
新
薬
の
開
発
、

製
品
中
の
化
学
物
質
規
制
、

地
球
環
境
に
関
連
し
た
化
学

物
質
規
制
、
動
物
実
験
代
替

法
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
化

合
物
毒
性
の
予
測
・
評
価
技

術
が
注
目
さ
れ
て
い
る
な

か
、
欧
米
で
は
国
が
関
与
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
が
参
加
す
る
研
究

会
な
ど
が
立
ち
上
が
り
、
計

算
毒
性
学
が
一
定
の
実
績
を

あ
げ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、

国
内
に
は
こ
れ
を
専
門
と
す

る
研
究
者
が
少
な
く
、
学
会

に
も
発
表
の
場
が
な
い
の
が

現
状
だ
っ
た
と
い
う
。

今
回
の
研
究
会
は
、
計
算

毒
性
学
の
基
本
や
応
用
を
学

び
、
参
加
者
相
互
で
の
技
術

的
な
討
論
や
情
報
交
換
が
で

き
る
共
通
の
場
所
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
。

医
農
薬
、
化
学
・
材
料
、
環

境
、
医
療
な
ど
、
幅
広
い
分

野
の
研
究
者
の
参
加
を
求
め

て
い
く
。
こ
の
た
め
、
Ｃ
Ｂ

Ｉ
学
会
員
以
外
に
も
オ
ー
プ

ン
に
門
戸
を
開
い
て
お
り
、

年
会
費
も
無
料
。
Ｃ
Ｂ
Ｉ
学

会
へ
の
加
入
義
務
も
な
い
。

同
研
究
会
の
最
初
の
活
動
と

し
て
は
、
１０
月
２８
日
か
ら
開

催
さ
れ
る
「
Ｃ
Ｂ
Ｉ
学
会
２

０
１
４
年
大
会
」
で
特
別
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

参
加
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

は
、
事
務
局
宛
て
に
メ
ー
ル

（c
o
n
t
a
c
t
@
i
n
s
i
l
i
c

o
d
a
t
a
.
c
o
m

）
で
。

敏
感
肌
・
乾
燥
肌
向
け
の

薬
用
保
湿
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

持
田
製
薬
グ
ル
ー
プ
の
持

田
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、「
コ
ラ
ー

ジ
ュ
Ｄ
メ
デ
ィ
パ
ワ
ー
シ
リ

ー
ズ
」
か
ら
、
敏
感
肌
・
乾

燥
肌
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
薬
用

保
湿
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
８

月
２０
日
に
発
売
す
る
。

肌
荒
れ
防
止
成
分
の
ト
ラ

ネ
キ
サ
ム
酸
、
保
湿
成
分
セ

ラ
ミ
ド
２
・
ト
リ
メ
チ
ル
グ

リ
シ
ン
・
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
・

コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
配
合
、
荒
れ
や
す
い
手
を

乾
燥
か
ら
ガ
ー
ド
す
る
。

ボストン・ストラテジクス

エエ
ーー
ザザ
イイ
かか
らら
抗抗
がが
んん
剤剤
導導
入入

初の自社開発
年内Ｐ２開始

伝達経路を二重阻害

日本人創業の米ＶＢ

ブ
ラ
ジ
ル
の
家
庭
料
理
ミ

ラ
ネ
ー
ザ
が
手
軽
に
作
れ

る
「
Ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ
！
」

細胞表面に特定たん白質発現

生
体
防
御
能
力
を
付
与

制
御
ツ
ー
ル
開
発

米ジョンズホプキンス大－東大

人工細胞化に道開く

〔ラパマイシン添加によるファゴサイトーシスの開始過程制御の概略〕

ファゴサイトーシス

細胞骨格
の再編成

＋Ｒａｃ１たん
白質の活性化

結合

細胞膜
へ輸送

＋ラパマイシン
（膜輸送制御）

ゴルジ体

Ｃ２ドメイン

死細胞

ホ
ス
フ
ァ
チ
ジ
ル

セ
リ
ン
（
Ｐ
Ｓ
）

（６）２０１４年（平成２６年）７月１７日（木曜日）（第三種郵便物認可）
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